
 

 

 

 

 
 
 

『特別支援教育』とは… 

                   学びの支援コーディネーター 本吉 貴幸   
 
みなさんは『特別支援教育』という言葉をご存じでしょうか。「特別支援学級で行う教育のこと？」「聞

いたことはあるけど…」など、実際にどんな教育を行うのかよく分からないというのが現状ではないでしょ

うか。 

この言葉自体は２００１年頃から使われはじめ、２００７年４月の学校教育法改正で法的に位置付けられ

ました。実施されて２０年近くが経とうとしているものです。札幌市が示している学校教育の方針の中でも、

子ども一人一人が「自分が大切にされている」と実感できる学校を実現するための大切な考え方として位置

付けられています。昨今聞かれるようになったインクルーシブ教育（障がいの有無だけでなく、不登校・外

国籍など、多様な背景をもつすべての子どもが共に学び合うことのできる教育）につながる考え方にもなっ

ています。 

特別支援教育とはどういうもの？ 

特別支援教育は、障がいなど特別なハンディキャップがある子どもだけのためのものではありませ

ん。学習のつまずき、人間関係の悩み、気持ちの揺れ、体調の不安など、子ども一人一人が抱える

「困ったな…」に気付き、その子に合った方法で支えることを目指した教育です。つまり学校に通う

すべての子どもたちに寄り添い、支援していこうとする教育なのです。特別支援教育は、子どもの可

能性を広げるための“やさしい仕組み”といえます。 

具体的にどんな取組が行われているの？ 

新発寒小学校では、子どもたちの困りに気付き、学校全体で支えるために次のような取組を行って

います。 

◆子どもの様子を丁寧に見守り、困りや不調の兆しに早く気付く 

授業中の様子、友達との関わり、気持ちの変化などを日々観察し、気になることがあれば教職員

で共有します。また、心の健康観察アプリ「シャボテンログ」を活用し、子どもたちが安心して声

を上げることができる体制を作っています。 

◆子どもに合った学び方を選べるように 

子どもたちの中には、人が大勢いる賑やかな環境で学ぶことに困難さを抱える子もいます。友達

とトラブルになり気持ちを落ち着ける時間が必要になることもあります。校内教育支援センター

（別室）を各階に設けて、子どもたちの状況に合わせた学び方を選択できる体制を作っています。 

◆子どもの困りには、学校全体で支援を検討 

担任だけでなく、特別支援コーディネーター、管理職、養護教諭、学年の先生など関係職員が集

まり、子どもに合った支援方法を一緒に考えます。状況に応じて、複数の職員で支援を行う子とも

行っています。 

うちの子の悩みも相談していいの？ 

保護者の方からの相談は、子どもを支えるうえでとても大切な情報になります。「家での様子が気

になる」「学習のつまずきが心配」「友達関係で悩んでいるように見える」「朝になると気持ちが重

そう」「なんとなく、いつもと違う気がする」など、どんな小さなことでも構いません。「こんなこ

とで相談していいのかな…」と思うようなことでも、遠慮なくお話しください。子どもの困りは、早

く気付くほど軽くできます。そして、保護者と学校が一緒に支えることで、子どもは安心して前に進

むことができます。 

私は立場上、多くの時間を職員室で事務的な仕事を行い過ごしています。担任に比べると子どもと接する

時間は少ないですが、その分いつでも相談にのることができます。特別支援コーディネーターとして、保護

者のみなさんと一緒に、子どもの困りに寄り添う存在でありたいと思っています。どうぞお気軽にご相談く

ださい。 

平成～令和の歴史と共に歩む 
札幌市立新発寒小学校 学校だより 
令和 8 年（2026 年）８月 24 日 
第 532 号 

https://www.shinhassamu-e.sapporo-c.ed.jp/ 

家庭数配付 

↓次ページもご覧ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行   事 

８月 

24日 月 ２学期始業式・教育実習～9/18 

25日 火 全）５時間授業 

26日 水 ２年）動物園出前授業 

27日 木 避難訓練  ５年）宿泊学習出前授業 

28日 金 PTA）第２回ふれあい広場会議 

31日 月 ３年）校外学習（西山ラーメン） 

９月 

1日 火 後期教科書配付 ５年）宿泊学習① 

2日 水 ５年）宿泊学習② 

3日 木 ５年）回復日 

4日 金 
１２年）校外学習（円山動物園） 
５年）後期教科書配付 

9日 水 456年）クラブ 

11日 金 秋の遠足 

14日 月 席書大会（申込児童のみ：放課後） 

15日 火 
５時間授業 
スクールカウンセラー教育相談 

16日 水 456年）クラブ 

17日 木 
５時間授業   

246年・あおぞら）授業参観 

18日 金 ５時間授業  １３５年）授業参観 

24日 木 
5年）校外学習（稲刈り体験） 
６年 

25日 金 短縮５時間授業 PTAふれあい広場 

29日 火 
避難訓練 

スクールカウンセラー教育相談 

30日 水 
前期通知表配付 456年）クラブ 
４年）出前授業（アイヌ文化） 

◇◆参観③のお知らせ◆◇ 
９月１７日(木)…２・４・６年生、あおぞら学級 

９月１８日(金)…１・３・５年生 

※２日間は全学年５時間授業 

●参観授業＝５校時（13：25～14：10） 

（懇談会は ありません） 

◇◆ＰＴＡふれあい広場◆◇ 
９月２５日(金)のふれあい広場開催に向け、

PTA 役員及び、ふれあい広場委員の皆様方が準

備を進めています。ありがとうございます。 

当日は委員の方々だけではなく多くの保護者

の皆様にご協力いただけると幸いです。子ども

たちのために、よろしくお願いいたします。 

８/２８(金)10：45～ 

【第２回ふれあい広場会議】 
９/２５(金)14：00～15：30 

【ＰＴＡふれあい広場】※児童は自由参加 

◇◆教育相談 日程希望調査◆◇ 
10月 15日～23日に予定している教育相談の

日程希望調査を行います。 

●８月２４日(月)…希望調査配付 

●８月２８日(金)…希望調査提出〆切 

●９月１４日(月)…日程表 配付 

◇◆8・9月 その他ＰＴＡ活動◆◇ 

８/２４(月)～２６(水) 

【朝の交通指導】 

その他の２学期中に予定している活動 

 【校区パトロール秋】 【しんはつ紙面交流会】 

◇◆「秋の遠足」◆◇ 
９月１１日(金)…３～５校時  

１～２年→北発寒公園 ３～６年→稲積公園 

●弁当/水筒(水かお茶)予備の水筒として 500mL

のペットボトルを１本追加することも可/おやつ

(250円以内・ガムは不可)/敷き物/ゴミ袋/カッ

パ/ハンカチ/ティッシュ → リュックで登校 

※ 雨天中止に備えて、前日に学習用具を学校に

置いておく。 

本校では、スクールガードを随時募集しています 

 
 
 

ご興味のある方は、新発寒小学校 教頭（森）〈011-662-7820〉までご連絡ください。 

腕章などを着け、児童の登下校時などに学校や通学路付近の見守り活動を行っていただくのが役割で
す。犯罪の抑制や安全・安心なまちづくりを推進するねらいもあります。 


